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(1)固定衛星通信システム、 (2)移動体衛星通信システム、 (3) マルチビーム衛星通信システムを対象とし、
システム容量を増大する新たな回線割当法を提案し、コンビューターシミュレーションにより提案法の効
果を明確化する。





















第 3 章 固定衛星通信用回線割当その 2 (スペクトラム制御回線割当法)



















































大する回線割当法として、適応マルチキャリア回線割当(第 2 章)、スペクトラム制御回線割当(第 3 章)、
動的マルチキャリア回線割当(第 4 章)、 2 段階回線割当(第 5 章)を提案した。各回線割当法では、衛星
帯域と衛星電力の利用バランスを取るように、 l 回線ごとに帯域、電力、通信方式を制御する。また近年の
デ、ジタル信号処理を駆使した無線伝送技術の中で、特に衛星通信システムに効果がある、適応変調、マル
チキャリア伝送、スペクトラム分割/圧縮伝送を回線割当法に適用する。以上の提案する回線割当法により、
シングルキャリア伝送や一定の通信方式を前提とする従来の回線割当法に対して、著しいシステム容量の
増大効果を得ることができる。本研究の成果は、今後の衛星通信のさらなる発展・普及において最も重要
なファクタである衛星通信システムのシステム容量大容量化と、それに伴う通信料金の低コスト化を実現
する方法の 1 っとして、その力を発揮することが期待される口
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論文審査結果の要旨
近年の衛星通信トラフィックの急、増に伴い、衛星通信システム全体で伝送が可能なビットレー
ト(システム容量)を増大するための技術研究の重要性が高まっている D 著者は、固定、移動、
マルチビームなどの各種衛星通信システムに対し システム全体で利用できる衛星帯域と衛星電
力の両方を最大限に活用することでシステム容量の増大を図る高効率回線割当技術について研究
を行った。本論文はその成果をまとめたもので、全編 6 章からなる。
第 1 章は序論である。
第 2 章では、固定衛星通信システムにおける回線割当法として、マルチキャリア伝送技術と適
応変調技術を融合する適応マルチキャリア回線割当を提案している。提案法は、衛星帯域と衛星
電力の利用状況に合わせて両者の利用バランスを均衡させるように 1 回線のサブキャリア数とサ
ブキャリアごとの変調方式を制御する。この利用バランスにより、収容回線数が増加した場合、
衛星帯域と衛星電力を同時に余すことなく利用できることが示され、それにより、変調方式固定
法に比べシステム容量を 2 倍以上増大できる効果が明らかにされている。提案法の考案は、衛星
通信の帯域と電力の双方の効率的な利用を実現する汎用的な技術を創出したものであり、高く評
価できる。
第 3 章では、スペクトラム制御伝送を回線割当に積極的に適用し、適応マルチキャリア回線割
当法よりも 1110 の単位で帯域と電力の制御を可能とすることで、高精度な帯域と電力の利用を実
現するスペクトラム制御回線割当法を提案している。また、提案法は第 2 章の適応マルチキャリ
ア回線割当法に比べ、システム容量を1.3 倍以上増大できる効果を明らかにしている。これは、
先進的な無線伝送技術であるスペクトラム制御伝送の衛星通信への適用を高めるとともに、今後
の衛星通信の発展のために意義が大きい。
第 4 章では、移動するユーザー局の伝搬路の変化に応じて伝送パラメータを動的に変更する動
的マルチキャリア回線割当法の考案を行っている。提案法は、伝送パラメータを固定する従来法
に比べ、システム容量を1.3 倍以上増大できる効果を明らかにしている。これは、近年、通信ト
ラフイックの増加傾向が著しい船舶、列車、飛行機などの移動体向けの衛星通信に適用が可能な
技術を創出したものであり、衛星通信への貢献度が極めて高い。
第 5 章では、次世代の衛星通信システムとして注目されているマルチビーム衛星通信システム
に適する 2 段階回線割当法を提案している。ビーム間干渉の影響を最小にする条件の適用が回線
割当法にとって重要であることを明らかにするとともに、ビーム聞のトラフィックやビーム内の
ユーザー局の位置が不均一な状況でも、従来の周波数固定法に対しシステム容量を 2 倍以上増大
できる効果が示されている。これは、次世代の衛星通信システムを実現するための、基盤技術を
創出したものであり、この点は十分評価に値する。
第 6 章は結論である。
以上要するに本論文は、マルチキャリア伝送技術や適応変調技術など、さまざまな先進的無線
伝送技術を駆使することで、汎用的に衛星通信システムに適用が可能であり、かっ飛躍的に衛星
通信のシステム容量を増大させる、新たな回線割当法を確立したものであり、応用情報科学並び
に情報通信技術の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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